
機密性2
～ 職場内で掲示・回覧願います ～

協会けんぽ青森支部からのお知らせ（令和2年1月）

協会けんぽでは、加入者の皆様にご自身の治療等にかかった医療費について確認していただき、

今後の健康管理にお役立ていただくために、年一回、受診した医療機関名や医療費などが記載された
「医療費のお知らせ」を発行しています。

「医療費のお知らせ」をお送りします

● 記載対象 ‥‥ 協会けんぽ加入者（被保険者及び被扶養者）の皆さま

● 送付先 ‥‥ 事業所宛て

● 対象期間 ‥‥ 平成３０年１０月診療分～令和元年９月診療分

● 送付時期 ‥‥ 令和２年１月中旬から順次発送します

※対象期間内に受診のない加入者につきましては、医療費のお知らせは発行されません。

事業主の皆さまへ

「医療費のお知らせ」は受診歴等の大切な個人情報が含まれています

● 被保険者の皆さまへ開封せずにお渡しください。

● 退職された方の分が届いた場合は、お手数ですが同封の返信用封筒にて当協会に
ご返送をお願いいたします。

被保険者の皆さまへ

「医療費のお知らせ」の添付で
確定申告（医療費控除）の明細書の記載を省略できます

● 医療費のお知らせに記載されていない、令和元年１０月診療分～１２月診療分については、
医療機関等からの領収書に基づき作成した医療費控除の明細書を申告書に添付する必

要があります。

● 医療機関からのデータが「遅れている」 「審査中」 「特定の診療科で受診」などの理由で、
対象期間に受診した医療機関の情報が記載されていない場合がございます。その場合は、
医療機関等からの領収書に基づき作成した医療費控除の明細書を申告書に添付してくだ
さい。

確定申告（医療費控除）に関しては国税庁ホームページ又は最寄りの税務署にてお確かめください

「医療費のお知らせ」については、協会けんぽ青森支部 レセプトグループへ ☎ 017-721-2715
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協会けんぽでは、加入者の皆さまのお薬代の負担軽減が図られるほか、インセンティブ制度による保険料
率軽減、健康保険財政の改善にもつながることから、ジェネリック医薬品の普及を推進しています。
その取り組みの一環として、現在処方されているお薬をジェネリック医薬品に切り替えた場合、どの位、

自己負担額が軽減されるかのお知らせを、対象となる方のご自宅にお送りいたします。

※このお知らせは、ジェネリック医薬品への変更を強制するものではありません。ジェネリック医薬品を知って頂くことで、
先発医薬品以外にもジェネリック医薬品という選択肢があることをお知らせする目的でお送りいたします。

総合順位
①特定健診等の
受診率

②特定保健指導
の実施率

③特定保健指導
対象者の減少率

④要治療者の
医療機関受診率

⑤後発医薬品の
使用割合

９位 30位 11位 ６位 24位 15位

平成30年度 青森支部のインセンティブ制度実績

青森支部の平成30年度の実績は、全国9位となりました。

この結果、青森支部にインセンティブ（報奨金）が付与され、令和2年度の青森支部保険料率を引き下
げる効果として反映される見込みです。
青森支部としても、皆様の取組を全力でサポートさせていただきますので、今後とも積極的な健康づくりへの
取組にご協力をお願いいたします。

平成30年度から導入している

「インセンティブ（報奨金）制度」について

情報提供サービスを利用した令和2年度健診申込みについて

令和２年2月25日（予定）より、情報提供サービスを利用した生活習慣病予防健診の申込みを開始します。
来年度は、令和２年４月１日受診分より申込み方法が変更となることに伴い、情報提供サービスの一部機能が、

以下のとおり変更となります。
健診の受診率は、インセンティブ制度の実績にもつながりますので、協会けんぽの健診を是非ご利用ください。

生活習慣病予防健診に関するお問い合わせ先：保健グループ ☎０１７－７２１－２７２３

【主な変更点】

・健診対象者一覧について、健診実施機関への予約申込みに活用できるよう、ファイル形式を「txt」から「csv」に

変更し、ファイル項目についても、項目順の変更や項目の追加を行います（令和２年２月25日〈予定〉～）。

・健診申込ファイル編集ツールのダウンロード機能が廃止されます（令和２年２月25日〈予定〉～）。

・健診申込登録の機能が廃止されます（令和２年４月１日～）。

後発医薬品（ジェネリック医薬品）への切り替えでお薬代が節約できます！

対象となる方 主に慢性疾患などの先発医薬品を長期間服用されており、お薬
代の自己負担軽減額が一定金額以上見込まれる方

送付時期 令和2年2月


